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小・中学生の体温調節機能の研究   

一北海道旭川市N地区の場合－  

長谷川 久子  三浦 美和  

北海道教育大学旭川校幼児教育学教室  網走養護学校  

はじめに  

ヒトは，地球上のいかなる環境下でも恒温動物として体温の調節機能を働かせ，日々の営みを築き上げて  

きた．生活する環境に合わせて適応できるよう体内の仕組みが決まるのは，2・3歳頃と言われる．6）われ  

われは，日常の健康チェックとして体温を測り，体調の良否や，疾病の有無の初期判断として最も手軽な方  

法として定着している．子どもの体温が，低くなってきているのではないかといわれだしたのは，1970年代  

後半頃からでさ），主に学校の保健室で不調を訴える児童・生徒に関わる養護教諭からの指摘であった．体温は，  

測定器具，測定部位，測定時刻，測定法によって測定値が異なることから方法上の問題だとの意見があった5）．  

測定器具としては，水銀体温計，電子体温計など，測定部位は，直腸，腋筒，口腔，耳孔など測定法は，  

実測，予測式などがある．予測式は，1・2分で測定できることから簡便であり，耳孔での予測式が多く用い  

られるようになってきている．日常最もよく測定されているが，体温調査結果の報告は少ないl）2）3）4）5）7）11）   

北海道のほぼ中央部に位置す旭川市は，内陸の盆地にあり気温の変化が大きい所である．夏は35℃，冬は  

－300cくらいまで下がる．各家庭では，寒さに備えて一年中暖房機が備えてある．春から夏，夏から秋等の  

気温の変化が大きい時にも対応できるようになっているために，ちょっと寒いと感じるとまず暖房機を作動  

させる習慣がある．このため体温調節能力を発達させにくい傾向がある．また，快適温度は，日本人の平均  

よりもやや高いと思われる，日常性生活の中で，室温が160c位になると寒いと言ってストープに点火をする．  

北欧のように寒さに適応しようとする8）13）傾向は，ほとんど見られない．日本で最も寒冷な旭川地域の小・  

中学生の体温調節の実態を明らかにしたい．  

目 的   

小・中学生の体温測定を行い，体温調節能力について検討したいと考えた．また，体温調節は，日常の生  

活の状況に影響されると考えられるので，生活実感調査を合わせて実施した．  

方 法   

旭川市N地区にあるN小学校とN中学校に在籍する全児童・生徒を対象にした．人数は，計245名で内訳は  

次の様になる．  
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表1 対象者の人数  

1年   2年   3年   4年   5年   6年   中1   中2   中3   合計   

男女計   245   

男子   14   18   130   

女子   

体温は340cから測定可能な未熟児用水銀体温計を用い，1日5回（起床時，朝の会8：35～，給食時，帰  

りの会一小学校14：25・中学校15：30，就寝前）に腋高で10分間測定した．小学1・2年生は体温計の目盛  

りが読めないので，家庭での測定は，親に協力を依頼し，学校では担任・養護教諭・学生が読みとりを行っ  

た．同時に，測定当日の生活内容・実感調査を行った．   

計測は，2日間とし，できれば体育のある日とない日を選んでもらった．実施は，N小学校が7月1・2日  

（4・5・6年生）と7月9・10日（1・2・3年生），N中学校が11月19・20日（1・2年生）と11月26・  

27日（3年生）であった．中学3年生は，急に午前授業になったので帰りの会の計測はできなかった．また，  

小学2年生は，2日間共に体育のある日となった．この時期の平均気温と最高・最低気温は以下のようであっ  

た．   

7月  平均気温1＆3～21．1℃  最高・最低気温19．9～26．00c・14．9～17．40c  

ll月  〝   －5．8～－1．1℃  〝  ”  3．2～1．20c・－9．5～－4．30c   

体育の内容は，縄跳び（小1），水泳（小2），ドッジボール（小3），バスケットボール（小4），鉄棒  

（小5），走り幅跳び（小6），バスケットボール（中1～3）であった．  

結果と考察  

1日の体温測定結果は，34．4～37．7・Cの問であった．1日5回の測定結果の平均を，学年別に表2に示した．  

男子の方がわずかに計測値が高かったが，性差は見られなかった．体温の1日の変化を学年別に図1に示し  

た．1日の内で最も体温が低いのは，起床時で，最も高いのは，小1・小6以外は帰りの会の時であった．午  

後の時間帯の体温が高く，放熱能力が低いと考えられる．体育のある日とない日の体温には，差が見られな  

かった．   

以前の調査に合わせて360c以下を低体温，370c以上を高体温としてその割合を図2に示した．全体に女子  

の方に低体温傾向が多く，男子に高体温傾向が多く見られる．帰りの会時の高体温は，男子は，17～32％，  

女子では，10～43％と高い割合を示しており，熱放散が悪いといえる．以前に調査された旭」rl市内の中学生  

表2 各時間帯の平均体温  

学年   起床直後   朝の会   昼食時   帰りの会   就寝前   

小 1   36．11   36．39   36．87   36．65   36．37   

2   36．21   36．49   36．68   36．70   36．39   

36．20   36．51   36．63   36．76   36．41   

36．33   36．45   36．70   36．80   36．43   

36．33   36．48   36．69   36. . 71 36．38   

36．31   36．47   36．71   36．62   36．39   

中1   36．15   36．39   36．54   36．60   36．43   

36．20   36．33   36．54   36．67   36．44   

36．12   36．37   36．52  36．44   
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の結果9）と比較すると低体温傾向は，約半数程度で，少なくなっている．   

体温の日内差を表3，図3に示した．0．5～0．9℃の割合が最も高く，1．0～1．4℃の割合がそれに次ぐ．0．0～  

0．40cの割合は，11～19％と多かった．兵庫県の中学生9）に比べると日内差1．40c以下の割が多く産熱能力が  

低い傾向が見られる．  

表3 体温の日内差  
（人数％）  

0．0～0．40c  0．5～0．90c  1．0～1，4℃  1．5～1．9℃   2．00c～   

N小学校男子   16．5   56．1   26．0   1．6   0．8  

女子  10．8   55．0   25．8   4．1   4．1   

N中学校男子   

女子   18．6   40．7   35．6   1．7   3．4   

旭川小学男子   

旭川小学女子   

旭川中学男子   

旭川中学女子   

兵庫中学男子   

兵庫中学女子  

0 10  20  30  40  50  60  70  80  90 100％  

図3 体温の日内差（学校別・性別）   

生活調査の結果からは，おおよそ次のような生活を送っているようである．小学生は，少し眠い状態で目  

覚め，朝食をしっかり食べ張り切って登校し，とても頑張って勉強し，身体的に疲れるくらい活動し楽しい  

日々を送っている．中学生は，朝少し眠い状況で目覚め，朝食を少しとり，まあまあ張り切って登校し，ま  

あまあ集中して勉強し，少し運動し少し疲れた生活を送っているといえる．生活調査の睡眠量から小学生9  

時間，中学生8時間以上と以下を表4に示したが，この時間以上の睡眠を取っている子は，朝の体温が低い  

傾向があったが，有意な差は認められなかった．小学生の44％，中学生の53％が「少し眠い」「とても眠い」  

と答えていた．睡眠の充足感・朝食の充足度・登校の意欲・学校での集中力・活動実感などの回答別に集計  

したが，いずれにも差はみられず，生活実感と体温の関係は，見られなかった．  

蓑4 睡眠時間と翌朝の体温  

人数   翌朝の体温Oc平均（s．d）   

9時間以上   36．2（0．3922）  

小学生  36．3（0．4539）   

8時間以上   36．1（0．4241）  

中学生  73   36．2（0．3383）   
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結 論   

寒冷地における小・中学生の体温を未熟児用水銀体温計を用いて1日5回，2日間測定した．体温は，34．4  

～37．7℃の範囲であった．体育のある日とない目，性別間には，差は認められなかった．1日の体温変化を  

みると，起床時が最も低く，小1・6年生をのぞいて，帰りの会時が最も高い値を示した．高体温傾向を示  

しているのは，男子に多く低体温傾向は女子に多い傾向が見られた．体温の日内差は，0．5～0．9℃が最も多く  

みられ目内差が少ない傾向が見られた．寒冷地の小・中学生は，体温の産熱・放熱能力が低いのではないか  

と考えられる．生活調査との関連は，認められなかった．  

おわりに   

面倒な1日5回の体温測定に2日間ご協力いただいた，旭川市立西神楽小学校と旭川市立N中学校の在校  

生の皆さん，ご両親，教職員の皆様に心からお礼申し上げます．また，体温調査のアドバイスをいただいた  

当時日本体育大学の正木健雄教授，大学院生の野井真吾君に深謝いたします．  
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